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研究成果の概要： 

サル類を用いた研究において、生体の負担を減らすために麻酔の質を向上させることは重要
な意義をもつ。本研究により、ニホンザルにおいて静脈麻酔薬プロポフォール投与後の効果や
薬物動態が明らかになり、その結果からシミュレーションをおこない適切な投与方法を検討し
た。その方法は、実際の MRI や手術の際の麻酔としても良好であり、サル類の麻酔法の選択
肢のひとつとなることが示唆された。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 
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2007 年度 2,700,000  2,700,000 
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総 計 3,300,000 180,000 3,480,000 

 
 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：実験動物学・実験動物学 
キーワード：実験動物技術 
 
１．研究開始当初の背景 
サル類を用いた研究において麻酔の重要性
は高く、質の高い麻酔をおこなうことは、動
物福祉的配慮であるとともに、実験データの
質を向上させ、研究の精度を上げることとな
る。プロポフォールは作用時間が短く、導
入・覚醒が迅速であるため、持続投与により
麻酔維持が可能で、麻酔深度および時間の調
節がしやすい。ヒトでは主流の麻酔薬であり、
サル類においても侵襲の高い開頭術などを
行う脳神経科学研究などに適した麻酔であ
ると考えられる。しかし、サル類を対象とし
たプロポフォールの投与に関する研究の報
告はほとんどなかった。 

２．研究の目的 
本研究の目的は、サル類におけるプロポフォ
ールの基礎的な薬物動態学的、薬力学的研究
を行い、プロポフォールを用いた全静脈麻酔
法の有用性と実用化の可能性を検討するこ
とであった。 
３．研究の方法 
本研究では、健康なニホンザル 4 頭を用い、
プロポフォールの静脈内単回投与時の鎮静
効果と、呼吸数・心拍数に対する影響を検討
した。さらに、プロポフォール投与後に経時
的に採血し、それぞれの時間におけるプロポ
フォールの血中濃度を、高速液体クロマトグ
ラフィー/蛍光法で測定した。得られた血中
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濃度から、薬物動態パラメータを算出した。 
 それらの結果をもとに、サル類におけるプ
ロポフォール投与のシミュレーションをお
こない、投与方法について検討した。シミュ
レーションの結果より、適切であると考えら
れた投与方法を用いてニホンザルを麻酔し、
その有用性を検討した。さらに、実際の脳神
経科学研究目的の MRI 撮像や開頭術の際に
プロポフォールを用いて麻酔をおこない、プ
ロポフォールの血中濃度の変化、麻酔の質、
および呼吸循環動態に対する影響を評価し
た。 
 
４．研究成果 

本研究の結果、ニホンザルにおいて、プロ
ポフォール 8mg/kg 静脈内投与で十分な鎮静
効果が得られた。鎮静効果は刺激の有無によ
り、投与後、約 8-14分持続し、約 25分で完
全に回復した。ニホンザルにおけるプロポフ
ォールの薬物動態は、３-コンパートメント
モデルで表すことが適切であった。ニホンザ
ルにおけるプロポフォールの薬物動態パラ
メータが得られた。算出したパラメータと薬
物動態シミュレーションの結果から適切で
あると考えられた投与方法によって、実際の
ニホンザルにおいても良好な維持麻酔が可
能であった。MRI や手術の際の麻酔も安定し
ており、脳神経科学研究者からの評判もよく、
麻酔法の選択肢のひとつとなることが示唆
された。 
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